
2025年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL02725B12）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ベトナム H113 作業療法士 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2026/1 ・2026/2 ・

2026/3 ・2027/1

    

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

カントー整形リハビリテーション病院

3）任地（ カントー市 ） JICA事務所の所在地（ ハノイ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

本病院は、ベトナム南部のメコンデルタ地帯最大の都市であるカントー市に位置し、当初、労働傷病兵社会省直轄のリ
ハビリテーション施設として1969年に設立された。現在は保健省管轄の先天性障害や事故等による障害者のための回復
期リハビリテーション施設として、診察・治療・リハビリテーションの実施、及び義肢装具の制作・販売も行っている。
医師9名、看護師6名、技師22名、病床50床、1日当たりの患者数は外来約50名、入院約30名である。国際赤十字委員会
や米国NGOからの支援を受けたことがある。2015年に初代理学療法士隊員が派遣され、本要請でリハビリ系隊員として
は3代目となる。

【要請概要】
1）要請理由・背景

過去に派遣された2名の理学療法士隊員により、同僚技師や医師等に対する小児リハビリテーションを含む理学療法の知
識や治療バリエーションの向上が図られており、非常に高い評価を得ている。新たな分野として作業療法への関心が高
まっており患者の増加も見込まれるが、ベトナムには作業療法士の資格制度や教育機関は限られているため優秀な人材
の確保が難しい状況であり、効果的な訓練が行えていない。隊員には作業療法にかかる経験や知識の共有を通じ本病院
の作業療法の質の向上に寄与することが期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.病気や事故、身体的障害や発達障害等により、機能障害やそのリスクのある人々の評価・介入・助言を行う。
2.患者への日常生活指導、身体機能の向上、労働・学習能力の向上、レクリエーションへの参加、グループ作業やコミュ
ニティ活動などへの参画支援。
3.(ベトナム語が上達後)、専門的講義・討論等の企画・実施が期待されている。
4.その他配属先が希望している活動を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

OTテーブル+椅子、訓練自転車、手首・指用の訓練器機、木製梯子、超音波治療器、筋肉刺激装置、脊椎牽引機

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02725B12_1.jpg?t=1758262272
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02725B12_2.jpg?t=1758262201
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02725B12_3.jpg?t=1758262203
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02725B12_4.jpg?t=1758262203
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02725B12_5.jpg?t=1758262204


4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
センター長(50代/医師/修士)
医師1名(20代)
C/P理学療法士1名(大卒/30代)
C/Pリハビリ技師1名(大卒/30代)
理学療法士9名(20～30代)

5）活動使用言語

ベトナム語

6）生活使用言語

ベトナム語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（作業療法士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）保健医療　備考：C/Pが学卒

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：経験に基づく指導
が必要

[参考情報]：

　・小児患者を対象とした臨床経験が必須

　・年齢制限に関しては特記事項参照

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（20～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
・小児患者を対象とした臨床経験が必須
・患者とのコミュニケーションに使用する活動言語(ベトナム語)の習得が必須であり、かつ非常に困難であるため、45
歳以上の場合は、ベトナム語や中国語等の類似言語などの語学能力についても選考において考慮される。

COPYRIGHT(C)1995-2015 JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY. ALL RIGHTS RESERVED.


